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平成 20 年 6 月 10 日 

 

各  位 

 

株式会社ほくほくフィナンシャルグループ 

 

 

「第 13 回業務監査委員会」の概要 

 

 

 「第 13 回業務監査委員会」の概要につきましては、以下のとおりであります。 

 今回の委員会では、平成 19 年度決算ならびに経営健全化計画の履行状況についての説

明を行い、その後、各委員の方々から忌憚のないご意見を頂戴いたしました。 

 

 

 

1．日時   平成 20 年 6 月 9 日（月） 13:30～15:20 

 

2．場所   北陸銀行本店 

 

3．出席者 

 ＜業務監査委員会メンバー＞                （五十音順、敬称略） 

   石 川  達紘  北海道銀行監査役、元名古屋高等検察庁検事長、弁護士、亜細亜大学教授 

   片 木   進  流通科学大学商学部教授、元日本銀行金沢支店長 

佐々木 亮子  有限会社アールズセミナー代表取締役社長、元北海道副知事 

   丹 羽  昇  富山大学経済学部教授 

   河 上  敏嗣  当社常勤監査役 

＜当社出席者＞ 

取締役社長髙木繁雄、取締役副社長堰八義博、他常勤取締役 4 名 

 

4. 当社からの説明要旨 

①平成 19 年度決算の概要について 

②経営健全化計画の履行状況について 

 

5．委員からのご提言・ご質問等について （斜体文字は当方からの回答） 

 

＜決算・経営健全化計画＞ 

 

●ここ数年は資金利益の改善が難しく、役務取引等利益など他の利益で補っている収益構

造となっている。金融機関の経営環境が大きく変わっているなかで、新たなビジネスモデ

ルの確立が必要ではないのか。 

 

→・日本の銀行は、メガバンクから信金までリテール強化を打ち出しているが、当社グル

ープはメガバンクにはない地域の顧客とのリレーションを活かした小回りの利いた対

応ができる一方、第二地銀・信金等にはない広域ネットワーク、海外拠点をもっており、
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その強みを顧客に訴求して行きたい。住宅ローンでは金利競合が厳しいが、都市圏での

案件吸収、顧客属性に応じた金利対応、総合取引の推進などで採算改善を図っていきた

い。投資信託の昨年度下期の取扱高の低迷は、金融商品取引法への対応の不慣れが一因

だが、今年度は態勢は整備されており、保険などの新規取扱開始の商品もあり、様々な

顧客ニーズを吸収し、収益確保につなげていきたい。 

 

 

●原料高、穀物高等で経済状況が激変しており、中小企業の業況へどのような影響がある

か。貸出拡大につなげることは考えられないか。観光事業の振興や食料自給率問題で、北

陸・北海道の可能性が高まるのではないか。 

 

→・北陸・北海道の両地区では豊かな自然に恵まれており、観光業界をはじめ地元産業界

にはこれを活かしたソフト面での工夫を行う動きも出てきている。農業でも日本におけ

る両地区の果たす役割は大きい。従来は農業分野における地銀の取引は少なかったが、

販売ルートの開拓や金融面で支援を拡大できると考えている。現在、中小企業貸出の需

要は低迷しているが、健全な資金需要には企業内容を踏まえ対応して行きたい。 

 

 

●国内市場が縮小している中で、海外拠点を広げビジネス拡大を図っていく戦略は評価で

きる。 

 

→・北海道銀行によるロシアのユジノサハリンスク駐在員事務所開設は、資源高騰で現地

経済が活況となっており、北海道の地理的なメリットを活かした進出ニーズを持ってい

る道内顧客を支援する狙いを持つもの。以前から現地に行員派遣を行うなど事務所開設

の下地を作ってきている。北陸銀行のロンドン駐在員事務所開設も北陸・北海道関連企

業の欧州進出先での支援や情報提供が主目的であり、地域金融機関にふさわしい業務に

絞って活動を行いたい。 

 

 

●通帳の一元化など、両行の共通の業務について思い切って見直しし、コストダウンを図

っていく必要があるのではないか。 

 

→・平成 23 年 5 月の北陸・北海道両行の新システム稼動後は、業務の共通化が進み効率

的な運営を図っていけると考えている。 

 

 

●不良債権比率でもう一段の改善を考えていく必要があるのではないか。 

 

→・現状の不良債権比率は地銀平均レベルにまで低下した。これまでは地銀トップクラス

の収益力を維持することで与信費用を賄ってきており、今後もこの収益力を確保し改善

を図って行きたい。また、数字上の比率だけでなく、開示先の大口偏在を解消するなど、

突発的な倒産があっても銀行経営に与える影響をコントロールできるようになってお

り、質的な改善にも配意している。今後は業況把握を強化し、十分な引当を積みながら

地域金融機関として責任ある企業再生に取り組んでいけると考えている。 
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●政策投資の目的に変わりはないか。 

 

→・当グループは他の地銀に比べて預金に対する証券投資のウエイトが低く、堅実運用を

心がけている。政策投資にあっても地元企業への支援や関係強化のための出資のほか、

取引内容向上を図る出資など、地域金融機関として身の丈にあった範囲での保有を心が

けている。 

 

 

＜人材育成＞ 

 

●投資信託に詳しい人材など、新たな収益の柱を支える人材育成策も必要ではないか。 

 

→・指摘のとおり、投信について行員の顧客への相談能力をアップしていく必要があると

考えている。投信の研究調査チームを発足させ、投信の分析を行い、また現場の行員を

教育できる専門の人材を育成していきたいと考えている。 

 

 

●成果主義を見直す動きが出ている。職場や家庭の人間関係が難しくなっており、例えば

熟練したノウハウを持った人材を大事にするなど、効率一辺倒ではない価値観も考えて

いく必要があるのではないか。 

 

→・仕事の意義なども含め、全行員に自分の考えを直接語ることは経営トップとして重要

と考えており、以前から両行トップは若手行員や現場行員との対話を率先して行ってい

る。 

 

 

＜その他＞ 

 

●今後の銀行経営において社会的責任（ＣＳＲ）の考え方を積極的に導入すべきでないか。 

 

→・まず顧客満足（ＣＳ）を高めて、ＣＳＲにつなげていきたいと考えている。内部監査

において顧客目線での監査基準を導入したほか、道内で両行行員が店頭での接客対応を

相互にチェック・評価する共同研修を行うなどしてＣＳ向上につなげている。また、二

酸化炭素排出権取引の取り扱い、環境取組優良企業への金利優遇、銀行店舗への太陽光

発電設備の設置などの本業での取り組みのほか、クールビズ、地元商店街活性化を兼ね

た落語寄席への協力、地元芸術愛好家へのロビー展への店舗スペース提供などに地道に

取り組んでいる。今後はグループとしてＣＳＲの一体的な取組みも検討していきたい。 

 

    以 上 

 お問合せ先 

  ㈱ほくほくフィナンシャルグループ  

企画グループ 三宅（076－423－7331） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


